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糸状虫症の皮内反応に関する研究

第2報　糸状虫症の経過よりみた抗体産生とFPT皮内反応

｣とIltf予火JラEバ凪_十.旧八l-一桝究所m工床部　O:工r: :月-ri全大助教授〕

吉村税
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Studies on Intradermal Test for Filariasis. II. Antibody titre and FPT sensitivity in the filarial

patients. Osamu YOSHIMURAClinical Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki

University. (Director : Prof. Dr. D. KATAMINE)

緒　　　　言

-碧:拝は$1報にK六八いて山村･森沢〔1959〕が結核菌

活性抗原の的,'liにmいたにIT;つ]六Aに準じ犬糸状虫成虫から

ペブタイド分所を桁製分離し人糸状虫症に皮内戊J､i六オー六亡

原として応札　きわめて青い特FTi㌧す,l十.が認められること

-たi-述べた･従来バンクロフト糸状虫症に捌する&別学

･百/八],血液学的或いは症イ貯､羊仰抑究ほ移しい数に上るが,

その成審議-を迎覧すると,木柾の症状の発生機梓や臨床

経過ほ唯Iー替に虫休oり/密十にによる機械ft八JOなり障碍のみなら

ず,虫休物矧こよる免睦戎いぼアレルギーの概念にて

解釈せねばならたi:いIla貌が少くない｡

木沌でほ多数uな)バに/タロフト糸状虫症遺書にFPT

泣付〇J応と丁子抑!fに補体結合]i応を併せ行い　　者に於

ける補体紙子)抗体の掩^,消長とFPTアレルギー0な)

状悲を,症状の発生,経過とoな)関係に方をいて出先した.

実験の方法と対象

皮内反応及び補体結合戊応に用いた抗原及びカ宜は

節1輔に述べた過りである。観察の対象とな「たもの

は内地及び沖縄の流行地で相た付出隙旺者乃至ほ柾状

の現症又ほ明らかな既往症所有者合計70咋1で，その

うち補体結合反応ほ1ら1名について行なった市

実　験　成　績

1・補体結合反応の特異性どFPT皮内反応との関係

犬糸状虫成虫の10借覧食水抽出抗原にて家兎を拙技

すると8頭の企例に陽性戊応がみられ，特異抗子如〕止

T able i Specificity of complement fixation test using Dirofilaria antigen
(^Antigen : Physiological saline extract of Dirofilaria immitis")

〇車た｢蜜軒｢車=~■ ~
iNumb∋　　　　　Numb巳r

Remarks : ?& Gnathostomiasis
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圧が証明される・抗体イ耐ま最終注射後概ね7～10【①頃

に最轟こ適するが10倍稀釈抗原にて抗体価（血清稀釈

イた数〕は最高640他に達する．10倍の稀釈血清を用い

ると抗原2180xl岬倍まで陽性反応が見られる・

犬糸状虫感染犬8頭では，1，000倍抗原にて5亘頁

〔62．5？右〕に性別／上，その抗体価ほ最高20倍で，凍兎妃

嘘［仙盾に比べて抗体仰が低い・

バンクロフト糸状虫症患者1ら1名では12ら名（78・③りわ

に防牡反応がみられる書得たる抗体仙はいろいろであ

るが通子肩20倍が証明された．

糸状虫以外の寄生血　例えば掴虫，顎□虫，鈎虫，

肺吸虫等の寄生者10名を含む対照者合計40名では45名

が脚／上で，唯糸状虫症流行地に住む顎口虫症の1例に

陽性反応を認めたが，抗体仙ほ5倍で低い．〔Tablel）

患者704名について行なった皮内戊応は647名（91・9

％〕に，補体結合反応は1ら1名のうち78．5？占に陽性で

明らかに補体結合反応より1掛性率が高い・このうち両

反応共に持劉生のものが119例で75，9？細高い一致率が

みられる・皮内反応のみが陽性で補体結合反応の㌔t＿ユな

いものが29例〔18・0％〕，感染していても両反応共に

肘生のものが6例〔5・叩射に証明される・

2．患者の年令による比較

患者の年令を10才きぎみに分け，反応のでかたを比

較してみた・（F短．1〕

先づ補体結合反応について陽性率をみると9才以下

ではら例中6例〔100・o％〕，10～19才は81・5％（27例

中22例〕，20～29才は77．5ワる〔16例中14例〕，50～③9才

は77・岬右〔51例中24例〕，40～49才は8ら．門お〔5日例巾

2ら例〕，50～59才は7乱5％〔25例中18例）であるが，

ら0才以上になると57・1％（28例中1ら例〕と明らかにそ

の率が低くなっている・又血清の示す抗体価をみると

Fig．1に示すように，40倍以上の高い抗体価を示す

ものの割合は9才以下③5。5％，10～19才40け％，2D～

29才51・5％，50～5ウニ才②9・0％，40～4ワオ1q．叩お，5口～

59才15，0％，らD才以上7．1ワ右となり，概ね年令の若い

患者に抗体価の高いものが多く，5D才代用才代では

陽性であっても抗体佃の低いものが増加している・各

年令の陽性率を6叩封言恵限界幅で，又抗体仰の対数帖

をとって平均抗体価を表すと　Fig・1に示すように，

補体結合反応の陽性率及び抗体価は年の若い患者に高

く，年令と共に城端し，ら0才以上の老人では著明に低

下している傾「打が看取される・

⊂コ　よ　■■　　　　　■ー　ののヨ　E≡ヨ　⊂コ
4．6　　　7～9　　1恥岬～　　　　　　　　　　　　　4oX－

Remarks：Positive rate0f both reactionsis shownin60り／£　confidenceintervals、

Antibody titreis represen七edinlog scale．

Fig・1　Undergolng Change of the complement fixir唱antib0dy and

FPT sensitivi七y according to theincrease of age of the patients
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704名について行なったFPT皮内反応の成績は，

9才以下で95曇7％〔52例中30例〕，10～19才97．1％

（278例中270例〕，20～29才97．叩お（53例中52例〕，50

～59才ウ2．5％〔106例中98例〕，40～49才89・2％〔95例中

85例〕，50～59才88・ら％（70例中02例）で大差は認め

られないが60才以上になると78．5ヲお（92例中ワ2例）に

低くなっている。又反応の強さを平均腫脹差から比べ

てみると9才までは6け脚I，10～1ウオ9．5脚，20～29才

11i5抑，50～59才9。7mm，40～4ワオ9．2mm，5口～59才8・ら

脚，60才以上7・4冊となり，皮内反応は年少時より次

第に強さを増し，補体結合反応に少しおくれて10才代，

20才代にかけて陽性率が最も高く，又反応の強い者が

多い。概ね糸状虫症急性症状初発の多い年令層に一致

してFPT抗原に対する感受性が高まっていることが

認知される申　6D才以上になると反応は著明に減謁し，

陰性化するものが出て来る4

乱　糸状虫症の病期及び症状の種類

糸状虫症を経過の新しいものから順に罪1群：無症

状仔虫陽性者，第2群：仔虫陽性右症者，罪5群：仔

虫陰性石症者，第4群：既往症のみで現症仔虫共に陰

性の者の4群に分け，補体結合反応と皮内反応の成績

を観察した中（F槽・2）

全体として仔虫の石触で比べると陽性率ほ仔虫陽性

患者の補体結合反応79・5ヲ右，皮内反応94・8チ占，付出院

性者は夫々75．0チ右，82，2％で両反応共に仔虫陽性患者

の方が仔虫の消失した者より高率で又反応の強さも強

い。

個々の群の補体結合反応についてみると，釘ユ群で

は78，4％（91了例中76例〕，節2群85．□％（20例［机7例〕，

罪5群81・Hお〔57例中50例）に陽性，節4群では7例

中5例42．門島を示し著明に低い。又これを抗体価の怖

から比較すると，40倍以上の高い抗体価を示すものの

割合は罪2群でほ最も多く25．叩右で，算1群21。6％，

罪5群21．椚牡がこれに次ぎ，算4群は僅かに14・5ヲるで

最も少い．つ

FP甘皮内反応は罪1群から幌に夫々，94。8ヲる〔466

例中422例〕，94け％（75例中71例〕，牲8％（104例中

85例）及び8ら，4ヲお（59例中51例）で陽性率でほあまり

大きな差がみられないが，反応の強さをみると平均腫

脹差は夫々9．0冊，10．4mm，9．2mm，7・ら珊，しかも第

E∃　議詔　－■　　　　■　の詔臣例Eコ
超鵬6　　　　　1。醐¶　　　　　　　　　ヰoX～

野庭亡　盈　　Underg01ngChangeofthecomplementfixingantibody

and FPT sensi七ivi七y且nreference to七heprogress of the filarialmanifesta七ion
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2群では10脚以上の強陽性を示すものが57．昭右に達し，

強い反応を示すものが最も多い・これに次いで罪1群

は40．8％，罪5群は59，4％で大差がない・これに反し

第4群でほ25・4ワるで最も少い。即ち，補体結合反応の

場合と同じく症状の古いものより新しいもの特に第2

群に於いて陽性率，反応の弓重さ共に最も高くなってい

る．

皮内反応のみ陽性で仔虫，症状共にない95例につい

てみた補体結合反応の陽性率は77・9％，抗体価からみ

ると40倍以上の抗体価を示すものの割合は15．8％と鞘

少いが，略第1群と同様な傾向を示している・

以上の関係を図示したものがFig．2であるが，患

者に於ける抗体の産吐及びFPTアレルギ【の状態ほ

感染の初期から次第に増加し概ね糸状虫症の最盛期と

目される仔虫陽性有症瑚に最高に達し，古い老年の患

者では抗体産生が低下し，両反応共に陰性化するもの

のあることを示している・

次に糸状虫症の症状を急性期と慢性期とに分け，夫

々の両反応の成績を比較した，〔Table2，幻

補体結合反応ほ急性親でほ82．4％（54例中28例〕，

慢性親では73・9％〔23例申1ワ例〕，又皮内反応は急性

期では9ロー4％〔85例中75例〕，慢性期では82・5％（96

Tab王e　2　　良明知和抽g加地げ舷抑坤IβmgNり誠βIのm如I脚dβPr止血i㎡如

抑蒲∫雨〝dげ血椚朗挿∫ね蕗m
CFお∫、

‾‾‾‾‾‾‾た＿た一三；‾き≒二‡ににな‾き‾三‾二な‾

た二‡二〇‡〇＿二三ニー三三二三三三≡〇二‾にに二‾‾二±
Acute cases　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔82．4〕

・た蒲た蒲‾たたた
＿5－≠‾た〇たた・〇＿＝二・たた〇÷

Totaljl0可9〔141ヰら（25ヰ〔14．1〕卜4〔2川ト4i48〔75・。〕
T乱blモ　3　　　　　　　　　　ダPr班I柁Ig∫f

‾‾‾‾‾‾‾‥た三・≒き±≒き三÷二〒さ‾モ≡三

＿に三〇二‾二‡＿＿‾＿たた・〇三を‡＿＿‾た三三二二三

Chroniccases

Chyluria

Hydrocele

慧慧許e

（Elephantiasis）r8〔15・ら〕ト脚・2）蓄20〔55・9〕ト5〔25・4〕雪59章51

た言‾‾‾三たたたこた‥たにこたこな‾た三二‾‾‾‾〇〇‾二に二
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例中門別）となり，いずれも急性期症状現有者に陽性

に旧る率が高い。反応の強さをみると，補体結合反応

で抗肘捕40倍以上を示したものの割合ほ急性期では

29。4％であったが，慢、性湖ではその半数以下の15・岬右

に過ぎず，又皮内反応でも急性現では54・2％が10m都以

上の強陽性を示しているに放し，慢性期でほ40・らチ右で

急性期に反応の強い者が多い個以上の様に両蚊応共に

急伸脚症状琴捕た昔の方が，既に症状が慢性に移行して

いる割こ比べて陽性率も高く，反応も強い者が多いこ

とを示してはり，皮内反応も略補体結合反応の成績に

・－一致している。

次に慢性湖病魔溝乳康尿症，性愛水陸及び象皮病の

三相敷こ分けて夫々の反応を観察した。先づ皮内反応

では∴捨垂水脛は85書2％〔54例中46例〕が陽性o　又半

数以上の55。ら％が1□脚以上の強陽性で平均腫脹差は10

冊をホし陽性率，強さ共に最も高い4　次いで乳傑尿柾

の陽性率78。8？占〔35例巾2膵り〕平均腫脹差7・2mm，貌皮

偶の77・8％〔9例中り例〕ワ．5mmであった．補体結合

反応では　束皮病の5例ほ仝例陽性，次いで乳塵尿症

の71．5アお〔7例中5例〕，陰垂水陸の65。らアお（11例巾

7例〕の陽性率が得られた痛　象皮摘及び桧葉水腫では

夫々その2D．0‰1812％に40倍以上を示す抗体価の高

い帯がみられたが乳歴尿症ではいずれも抗体価は低い．

乱凍尿症は皮内反応でも10mm以上の強陽性を示した者

は18．2％に過ぎず，他の病変に比較すると一報に抗体

仰が低く，FPT皮内反応の出方も弱い・

塩・仔虫教との関係

患者合計704名の内，仔虫保有者は541辛．であるが，

その中でら錐mm中の仔虫数を算定した者ほ578名である。

この578割こは全例に皮内反応を，又117例にほ補体姑

合反応竃も同時に実施した亭　試みに保有付出数を，1

～1□豊11（／5D豊　51～200隻及び200隻以上の4）洋に

分け，両比応のでかたを比較した，（Fig・5〕

先ず補体結合反応の酬上率ほ，1／、ノ10斐の75・0ヲお

（45例中52例〕，11～50望の77・6ヴお（49例中58例〕，

51～2DO隻の8842％〔1ワ例中15例〕，200笠以上の肌5％

（8例中7例〕，文政内反肘ま夫々，汎8％（128例巾

115例〕，粥・5％（15ら例－」］151例〕，94・1％〔85例中8o

例〕，100ウお〔29例中29例）となり，両反応共に概ね仔

虫数が多い者程陽性率が高いことが認められた一反応

の強さを先ず補体範Ⅰ十合反応の抗体価4D倍以上をホした

者の割合でみると，1～1雌は1ら・5％に過ぎないが11

～50隻では18・4％，51～200隻では55・5サムとなり，201

豊以上の者でほ尖に5ロワ占を占め，この聞には明らかに

有意の差が謎められ仔虫数の多い者程抗体価の高い者

が多いことが窺われた・然し乍ら皮内反応では10mm以

ヰ　antH〕od）r t①tre

［＝］琵例　細水　　　　　鞠　臣辺　E≡≡］［＝コ
4．6　　　7爪9　　1o椚1　　　　　　　　　　　　4oxた㌧　　　2oX lo：く　　　　5X

酌苗ム　3　　Undergo1ng Change of the complement fixing antibody

and FPT sensitivity according tO theincreaSe Of number of microfilariae
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上の強隊性を示す者の割合は夫々如す7％，44．8％，

41．2チ右，54・5％又平均腫脹差は夫々9．1胴㌧　9・鋤町

9．0冊，9．2甜で4耕の問には特に有意の差は認められ

なかった化

5・D長雨町1｛胤rb乱m乱文血eによる治療の影響

仔虫陽性者に対しDiethy且carba・maZine　投与前と

投与後1年目にFPT皮内反応を実施し，治療による

影響を観察した．

対象は長崎県下の糸状虫症流行地に住む9才から的

才までの男女合計54名で，仔虫数は血液占Ocm叫コ最低

1豊から最高7ら珪であった・治療前の皮内反応の成績

ほ52例94け％が陽性で半数以上の21例〔ら5．6ヲ后〕が10

州以上の強陽性を星した・これらに対して約5ケ月間

にDiethylcarbamazineを総量72・°報5／kg投与し，そ

の結果54例中鍋例（79・岬右〕ほ仔虫が陰転し7例では

少数が残存している．1年後の検査で皮内反応が陰転

した者2例，逆に陽転した者が1例六　反応の強さから

みるど，10脚以上の強固性者は18例から12例に減少し

ているが全体としてみると酒弱したもの22例，不変乃

至増強したもの12例で大きな変化は認められない・陽

性率は54例中51例（91・2ヲ射で治療前と大差はない・

総括　と考察

著者の実験によっセも犬糸状虫にほ強い抗原性があ

り，家兎を免捷することにより強い抗体の踵生が認め

られる・一方この抗原はバンクロフト糸状虫症患者血

活とも反応し，そのFPT抗原ほ皮内反応抗原として

特異的に反応する・これは広く　Filarioideaに共通の

近親反応であろうけれども他の寄生虫との問にほ比較

的に類属反応が少いので人糸状虫症に於いてもその診

断伽師直は高いと考えられる・

糸状虫症の免掟学的研究はTaliaferro・Ho王fman以

来血清戊瓜　皮内反応の各分野にわたり非常に多くの

研究があるが，疾患の発生病理と関係して観察を行な

った研究ほ比較的少い．ことに皮内反応ば虫体抗原に

対する吐体の反応態度を示すものとして重要なものと

考えられる．

バンクロフト糸状虫症の臨抹経過は病期の新しい方

から　ユ〕無症状仔虫陽性期（初期〕，2〕仔虫陽性有

症状描〔最盛期〕，③〕仔虫陰性有症状期〔慢性期〕

どこれに4〕仔虫も現症も胎さない軽症の既往症者の

4群に分けることができるン　そこで多くの，各病親に

あるバンクロフト糸状虫症患者について犬糸状虫抗癌

による補体結合反応とFPT皮．内反応を行い，患者に

於ける抗体の産生やアレルギーの状態と症状の発止，

経過との関係を追究してみた．

全体として患者に於ける反応をみると，両反応共に

陰性のものから，抗体怖が520倍，皮内反応の腫脹差

が20mmをこえる強い反応を示すものまで色々の過程が

あるが，両反応の間には略併行関係がみられる・

先づ病期との関係をみると無症状仔虫陽性期の初端

から高率に補体結合反応が陽性に現れ，抗体の産生が

窺われるが，抗体価ほ本症の最盛期と見放される仔虫

陽性の有症期に最も高いものが多く，これを過ぎて仔

虫が慢性化した有症患者でほ次第に反応が弱くなり第

4群では陽性率も強さも明らか減謁しているのが看取

される・皮内反応もこれに併行し，第2矧こ於いて最

も反応が強いものが増加している・前章削こおいて述べ

た様に仔虫も症状もない皮内反応のみ陽性のものほ恐

らくは潜伏期にある最も初期の感染者を示すものと思

われるが，95名についての補体結合反応の陽性率ほ

77・9％で無症状仔虫陽性者のそれと比べて大差がない．

又仔虫の有無に拘らず，急性症状と慢性症状者群を比

較すると明らかに両反応共に前者に陽性率，抗体価共

に高く，FPT抗原に対する感受性も高まっている・

慢性症状の中でほ，乳傑尿症に特に抗体両切低いもめ

が認められる．

年令からみると9才以下のJ、児の時代から高率に紺

体結合反応の陽性を示し，概ね20才代までの若い患者

に抗体価が高い．その後は漸次低下の傾向がある・F

PT皮内反応ば各年令を通して高い掛性率を示すが，

平均腫脹差からみて同様に10才代から③ロ才代にかけて

最も反応が強く60才以上になると両反応共にきわめて

著明に繊弱し，陰性者が増加している」

仔虫陽性患者について仔虫数の多寡との関係をみる

と皮内反応にほ殆んど特別の差異は認められないが，

補体結合反応の抗体価は仔虫数の多い者ほど高い傾向

がみられる．以上の結果から考察を行うと，糸状虫症

に於ける抗体産生の推移は糸状虫感染後まもなく抗体

の産蛙が始まり，仔虫の増加に従って漸次上昇，急性

症状初発の多い10～20才代から最盛期の50才代にかけ

て最高に達し，FPTに対する感受牲も最も強くなる・

その後病歴が古くなって仔虫が陰性イヒすると抗体価が

低下し，急性発作のない年をとった慢性病変や既往症

者でほ遂に反応が陰性化するといった経過尼とるもの

と推察される，こういった抗体産鑓の推移が一方では

免疫現象として又アレルギー反応として仔虫の消長や

症状の発生，経過に重要な役割を呈しているものと考

える・
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摘　　　　要

総計704名のバンクロフト糸状虫症患者についてF

PT皮内反応と,一部犬糸状虫抗原による補体結合反

応を行い,その成績を検討して次の結果を得た.

1) FPT皮内反応では91.9%に,補体結合反応では

78.3%に陽性で,最高320倍の抗体価が得られたが

両反応は高率に一致する.

2)補体結合反応は9才以下の年少時より高い陽性率

がみられるが特に20才代までの年の若い患者に抗体

価が高い.皮内反応は10才代から30才代にかけて感

受性が最も高まっている.60才以上になると両反応

共に減弱する傾向がみられる.

3)両反応共に急性症状具有者や仔虫陽性患者に強く,

陽性率も高い.仔虫の陰性化した慢性患者や既往症

着では弱くなり反応陰性者が多くなる.

4)補体結合反応では仔虫数の多いものほど抗体価の

高いものが多いが,皮内反応では特別の差異は認め

られない.

5)Diethylcarbamazine による治療後1年目の成

績では皮内反応に影響は殆んど認められなかった.

擱筆するに当り熱心な御指導,御校閲を賜った恩

師片峰大助教授に深甚なる謝意を表する.又御協力

を頂いた教室の諸兄に心より御礼を申上げる｡
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Summary

In the previous paper, intradermal test using FPT antign specific for filariasis, has been

described.

The change of FPT sensitivity and of antibody titre in CF test were examined on the

filarial patients in the clinical stages of manifestations. For the test the filarial patients of

different clinical stages were subjected.

CF test gave a positive reaction in 78.3% out of 161 cases, and FPT test in 91.9%

out of 704 cases respectively. Antibody titre in CF test was generally higher in the younger

patients. The patients of the active stage harvoring microfilaria of the age group of 10 to 30

years most intensively responded to FPT antigen. In older age group who had chronic
manifestation without the evidence of microfilaria in the blood, the both reactions showed a

tendency to decrease in intensity and finally became negative in some cases.

Although the antibody titre in CF test was found to rise in accordance with the increase

of microfilaria number of the patients, intradermal reaction was not influenced by their

microfilaria density.
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Intradremal test conducted one year later still revealed positive reaction. in the 34

patients who were successfully treated with diethylcarbamazine and proved no microfilariae in
the blood.

R eceived for publication December, 10 1963.


